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【誤訳訂正書】
【提出日】平成24年7月24日(2012.7.24)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数個のサブピクセルおよびサブピクセル成分を持つピクセルを複数個有する画面上に
、原画像を裸眼立体視可能に表示させる画像纏め方法であって、
　原画像のピクセル毎にテキスチャメモリ内座標値を生成するステップと、
　そのテキスチャメモリ内座標値に基づき画面上でのピクセル位置を算出するステップと
、
　画面上でのピクセル位置に基づき、サブピクセル毎に１個ずつ原画像番号を計算するス
テップと、
　表示画像内ピクセルの色を表すべく相対応するピクセル位置のそれぞれから１個のサブ
ピクセル成分を採取するステップと、
　を有し、ピクセルレベルで前記サブピクセル成分の採取を実行する画像纏め方法。
【請求項２】
　請求項１記載の画像纏め方法であって、目標となる横寸及び縦寸を特定し、その横寸及
び縦寸を目標として原画像をスケーリングするステップ
　をさらに有する画像纏め方法。
【請求項３】
　請求項２記載の画像纏め方法であって、少なくとも一方向については、前記スケーリン
グをリニアフィルタスケーリング法により行う画像纏め方法。
【請求項４】
　請求項２記載の画像纏め方法であって、前記スケーリングに当たり、複数個のサブピク
セルの加重平均を求める画像纏め方法。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか一項に記載の画像纏め方法であって、前記ピクセル成分の採
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取に当たり、相対応するピクセル位置のそれぞれから１個のサブピクセル成分を選択し、
それらを単一のベクトルに纏めて表示画像内ピクセルの全色成分を表す画像纏め方法。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれか一項に記載の画像纏め方法であって、前記原画像番号の計算
は、少なくとも一種類のＷｉｎｎｅｋ角を含む入力パラメタを利用する画像纏め方法。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれか一項に記載の画像纏め方法であって、前記原画像番号の計算
は、密度又はピッチを含む入力パラメタを利用する画像纏め方法。
【請求項８】
　原画像から裸眼立体視用画像へのマッピング方法であって、
　裸眼立体視用画像が表示される画面におけるピクセル位置に基づき、サブピクセル成分
毎に１個ずつ原画像番号を計算するステップと、
　その看取方向が互いに異なる複数個の原画像から裸眼立体視用画像へと、原画像番号に
基づきピクセル位置をマッピングするステップと、
　表示画像内ピクセルの色を表すべくピクセル位置のそれぞれからサブピクセル成分を１
個ずつ採取するステップと、
　を有し、ピクセルレベルで上記マッピングを実行するマッピング方法。
【請求項９】
　請求項８記載のマッピング方法であって、原画像番号の計算に先立ち、
　原画像のピクセル毎にテキスチャメモリ内座標値を生成するステップと、
　ピクセル毎のテキスチャメモリ内座標値に基づき画面上でのピクセル位置を計算するス
テップと、
　を実行するマッピング方法。
【請求項１０】
　請求項８または９記載のマッピング方法であって、目標となる横寸及び縦寸を特定し、
その横寸及び縦寸を目標として原画像をスケーリングするステップ
　をさらに有するマッピング方法。
【請求項１１】
　請求項１０記載のマッピング方法であって、少なくとも一方向については、上記スケー
リングをリニアフィルタスケーリング法により行うマッピング方法。
【請求項１２】
　請求項１０記載のマッピング方法であって、上記スケーリングに当たり、複数個のサブ
ピクセルの加重平均を求めるマッピング方法。
【請求項１３】
　請求項８から１２のいずれか一項に記載のマッピング方法であって、前記採取に当たり
、相対応するピクセル位置のそれぞれから１個のサブピクセル成分を選択し、それらを単
一のベクトルに纏めて表示画像内ピクセルの全色成分を表すマッピング方法。
【請求項１４】
　請求項８から１３のいずれか一項に記載のマッピング方法であって、レンチキュラレン
ズアレイの傾き角正接値を含む入力パラメタに基づきマッピングを行うマッピング方法。
【請求項１５】
　請求項８から１４のいずれか一項に記載のマッピング方法であって、密度又はピッチを
含む入力パラメタに基づきマッピングを行うマッピング方法。
【請求項１６】
　複数個のサブピクセルおよびサブピクセル成分を持つピクセルを複数個有する画面上に
、原画像を裸眼立体視可能に表示させる画像纏め装置であって、
　原画像のピクセル毎にテキスチャメモリ内座標値を生成し、
　そのテキスチャメモリ内座標値に基づき画面上でのピクセル位置を算出し、
　画面上でのピクセル位置に基づき、サブピクセル毎に１個ずつ原画像番号を計算し、
　表示画像内ピクセルの色を表すべく相対応するピクセル位置のそれぞれから１個のサブ
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ピクセル成分を採取し、
　またピクセルレベルで前記原画像番号の計算及び前記サブピクセル成分の採取を実行す
るよう、
　構成されたコンピュータを備える画像纏め装置。
【請求項１７】
　請求項１６記載の画像纏め装置であって、前記コンピュータはさらに、目標となる横寸
及び縦寸を特定し、その横寸及び縦寸を目標として原画像をスケーリングするよう構成さ
れる画像纏め装置。
【請求項１８】
　請求項１７記載の画像纏め装置であって、少なくとも一方向については、前記スケーリ
ングをリニアフィルタスケーリング法により行う画像纏め装置。
【請求項１９】
　請求項１７記載の画像纏め装置であって、前記スケーリングに当たり、複数個のサブピ
クセルの加重平均を求める画像纏め装置。
【請求項２０】
　請求項１６から１９のいずれか一項に記載の画像纏め装置であって、前記ピクセル成分
の採取に当たり、相対応するピクセル位置のそれぞれから１個のサブピクセル成分を選択
し、それらを単一のベクトルに纏めて表示画像内ピクセルの全色成分を表す画像纏め装置
。
【請求項２１】
　請求項１６から２０のいずれか一項に記載の画像纏め装置であって前記原画像番号の計
算は、レンチキュラレンズアレイの傾き角正接値を含む入力パラメタを利用する画像纏め
装置。
【請求項２２】
　請求項１６から２１のいずれか一項に記載の画像纏め装置であって、前記原画像番号の
計算は、密度又はピッチを含む入力パラメタを利用する画像纏め装置。
【請求項２３】
　原画像から裸眼立体視用画像へのマッピング方法であって、
　原画像をスケーリングすることによりスケーリング済画像を生成するステップと、
　前記スケーリング済画像をピクセルシェーディングすることにより、その看取方向が互
いに異なる複数個のビューの画像から裸眼立体視用画像へと、ピクセル位置をマッピング
するステップと、
　を有し、前記マッピングをピクセルレベルで計算装置が実行する方法。
【請求項２４】
　請求項２３記載のマッピング方法であって、レンチキュールの密度又はピッチの変化に
対し前記ピクセルシェーディングと並行してリアルタイム応答するステップを有するマッ
ピング方法。
【請求項２５】
　請求項２３または２４記載のマッピング方法であって、前記スケーリングに当たり、横
方向スケーリングと縦方向スケーリングを互いに別のスケーリングアルゴリズムにより行
うマッピング方法。
【請求項２６】
　請求項２５記載のマッピング方法であって、横方向スケーリング用のスケーリングアル
ゴリズムがリニアフィルタスケーリング法、縦方向スケーリング用のスケーリングアルゴ
リズムが選択スケーリング法であるマッピング方法。
【請求項２７】
　請求項２５記載のマッピング方法であって、横方向と縦方向とで別様に作用するシャー
プニングフィルタを用い裸眼立体視用画像をシャープニングするステップを有するマッピ
ング方法。
【請求項２８】
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　請求項２７記載のマッピング方法であって、横方向のみについてシャープニングを実行
するマッピング方法。
【請求項２９】
　請求項２３から２８のいずれか一項に記載のマッピング方法であって、少なくとも裸眼
立体視用画像の表示に使用されるレンチキュールの幅に占めるピクセル又はその一部分の
幅の割合に基づき、原画像から採取したピクセル値を平均化するステップを有するマッピ
ング方法。
【請求項３０】
　請求項２９記載のマッピング方法であって、レンチキュールの幅がピクセル又はその一
部分の幅と異なるマッピング方法。
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